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図2
2012年のGCSEとA－levelの試験結果は、いずれも上の図に反映されていない
が、前者に関しては、フランス語の受験者数が昨年比05％減、ドイツ語が5．5
％減、スペイン語が10％の増、その他の言語が13．7％の増で、全体でわずかに
1．95％の増であったことが報じられている。一・方後者は、フランス語が前年比
5．68％減、ドイツ語が8％減、スペイン語が3．5％減、その他の言語が1．4％増
と伝えられている。4
　　4GCSEおよびAレベルの結果の概要については、＜http：／／www．languagescompany．com／
news＞からから見ることが出来る。詳しいデータは＜http：／／wwwjcq．org．uk／national＿results／index．
cfm＞から得ることが出来る。　Aレベルのその他の言語の増加率は、このデータから筆者が算出
したものである。
12　阿部　晃直
次に、（2）の外国語力と企業の営業成績の関連について見てみよう。上で見
たBCCによるoPPortunists，　enablers等の企業の外国語に対する態度を用いた
説明があるが、その他に、CILTが2005年に出した冊子Talking　World　Cla∬一一
The　imρact（～〃anguage　skills　on　the［〃（economyの中（p．5）に、英国の外国
語力をその対外貿易のパタンに見たものがある。以下はそれを表したグラフで
ある。
Where　Engtish　is　the　language　of　our　customers，　we　sett
more　than　we　buy：
USA
Republic　of　Ire白nd
ム　ヨ　ア　しね
評Ind拍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Export5£milUon
圃　　　　　　　　　　　■lmp・rts£miUi・n
Howeve鳥where　the　language　of　our　customers　is　not
English，　we　buy　more　than　we　are　able　to　seU：
Germany
France
Netherta　nds
Belgium／Luxembourg
Spain
Itaty ■Exports£mittion
■Imports£miltion
図3
これを見ると、英語国に対しては輸出超過になっており非英語国に対しては輸
入超過になっていることがわかる。つまり、英語を使って売れる国相手の貿易
収支は良いが、必ずしも英語で売れない国に対しては赤字になっているという
ことである。また、CfBT　Education　TlustのEducation　and　Employers　Taskfbrce
による報告書The　economic　case　for　language　learning　and　the　role（～f　employer
engagement（2011，　pp．6，18）は、外国語力不足のために最低でもGDPの0．5
％に相当する£7．30000の損失を英国が毎年貿易で被っているという元財務省
経済顧問による推計を伝えている。
（3）の会話が出来る程度の外国語力は、英国企業が競争の激しい世界の市場
英国の国際競争力と外国語　　13
で他社に負けないための戦略的技能と考えられているものである。取引き相手
を打ち解けさせたり、ツテ／コネを作ったりするに足り得る外国語力である。
これは相手の英語力や堪能なプロの通訳者・翻訳者に頼る前の、他社よりいわ
ば一歩先んじて先手を取る関係づくりのための戦略的技能であり、また長期的
な関係を保つための技能と考えられている。上で見た外国語と事業者の性向の
関係の調査はこの技能の重要性を裏書きしている。また、ヨmッパの国々に
おける輸出企業の外国語使用と業績等の関係についてEuropean　Commissionが
委託した調査報告書一ELAN“Effecls　on　lhe－European　umOn－Economy　Of
Shortages　Of　Foreign　Longuage　Skills　ln　Enterprlse（2006，　p．6；以下ELAN）は、
この外国語の技能に関して次のように述べている。
英語は最初に市場に進出するとき使うかもしれない。しかし、長期的な事
業の提携関係は、取引相手との関係づくりや関係管理によって決まるので、
こうしたことの達成のためには相手の文化や言語の知識が不可欠である。
さらに、外国語力や異文化力に関して労働市場情報を調査したCILTの報告書
加ゐoeer　Market翻ε〃igenCe　for　the　geealgfications　Slrategyプ0γ・Foyeign　Languages
o磁翻eκ〃〃醐1Skills（2008，　p．6）に「ヨーロッパでは国の政府レベルや欧
州委員会のレベルで、英国にとってだけでなくアイルランドやデンマーク、ポー
ランドのような国にとっても『英語だけでは足りない』ということが益々認識
されるようになっている」という一節がある。実際、同様のことは上出の
Nuffield委員会によってつとに指摘されていた。「今日世界中でこれほど多く
の人が英語を話したり、あるいは学んでいることを考えると、英語を知ってい
ることはもはや英国人の労働者に自動的に優位性を与えるものではない」（p．
18）。同委員会がまた雇用市場との関連で次のようにも述べていたことを記し
ておこう。
大企業は従業員を雇用する際に、国籍にかかわらず、専門的な資格や技術
力そして個人的な資質を最も重視する。ヨーロッパやアジアからの異文化
力を持ったエリート専門家の出現は、一つまたはそれ以上の言語とともに
英語も堪能であることを当然視できるということを意味する。外国語力を
持った人物が好まれることが多いが、それは、そのような人物が国境を越
えて意思疎通が出来るからだけではなく、外国語力は適応力や他人の気持
ちを理解することの重要さを認識していることと密接な関係があるからで
ある。（pp．19－20）
14　阿部　晃直
以上見てきたように、経済の多くの部分を貿易に依存する英国にとって外国語
力と関連の異文化力を持つことは、ビジネスや雇用市場で競争力を持つ上で必
須の条件である。この点の意識喚起が、各界で時には共同して行われていると
ころである。上で引用したELANでは、市場戦略に関する異文化や外国語力
についての陳述に続いて、「英語に安穏としていることは、英語国に限ったこ
とではない」という文があるが、これはまさに我が国に当てはまることではな
いだろうか。折しも日本政府（経済産業省と文部科学省）が主導する「産学人
材育成パ・一一一一…Sトナーシップグローバル人材育成委員会報告書」の中に、「グロー
バル企業によるグローバル人材育成の取り組み例」として韓国のサムスン電子
の場合が紹介されているが、それは社員教育の一環として現地で英語以外の言
語や文化を学ぶ機会を与え、国際化を「現地社会に溶け込み共生すること」と
考えるこの企業の戦略を描写したものである。英語に拘泥する日本の外国語に
対する姿勢とは著しく異なる感がある。ここに国際共通語ではなく、国際競争
力としての言語についての思想の違いがある。英国の外国語力に関する苦労は、
まだ日本には理解できないかも知れない。
